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この記事では、Oracle Solaris の機能の 1 つである Image Packaging System (IPS) を使用して
Oracle Solaris 11 11/11 または 11.1 システムを Oracle Solaris 11.2 に更新するために必要な段階
について詳述します。

Oracle Solaris 11.2 へのシステムの更新の概要

Oracle Solaris 11 リリースでは、IPS パッケージングシステムを使用してソフトウェアの更新を実行しま
す。これにより、システムの更新で単一のパッケージを更新するか複数のパッケージを更新するかに関係な
く、システムの更新プロセスが簡略化されます。

Oracle Solaris 11 システムには 2 つのパッケージソースがあります。リリースリポジトリはサポート契
約を結んでいないお客様用、サポートリポジトリはサポート契約を結んでいるお客様用です。リポジト
リごとに、OS の更新を完了するために異なる段階が必要になります。使用しているリポジトリ、OS の
バージョン、および SRU を確認するには、2 ページの「開始点の決定」を参照してください。次
に、5 ページの「Oracle Solaris 11.2 へのシステムの更新」の該当する手順の段階に従ってくださ
い。

注記 - Oracle Solaris 10 から Oracle Solaris 11 または 11.2 への移行に使用できる更新方法また
はツールはありません。Oracle Solaris 11 の新規インストールを実行するか、または Oracle Solaris
10 OS のインスタンスまたはゾーンを Oracle Solaris 11 システムに移行する必要があります。詳細
は、『Oracle Solaris 10 から Oracle Solaris 11.2 への移行 』を参照してください。

Oracle Solaris 11.2 への更新とゾーン

大域ゾーンを更新すると、システム上のすべてのゾーンが自動的に更新されます。以降の手順で説明して
いるように、必ずそれぞれの指示に従って専用のパッケージを処理するようにしてください。

Oracle Solaris 11.2 への更新とサードパーティー製パッケージ

通常、更新プロセス中にサードパーティーのパッケージが影響を受けることはありません。サードパーティーの
サービス、およびそれらが提供するソフトウェアが更新プロセスによって妨げられるのは、サービスが構成
ファイルを OS と共有している場合、またはそれらのファイルが更新プロセスによって上書きされるディレク
トリにインストールされている場合のみです。『Oracle Solaris 11.2 での Image Packaging System を
使用したソフトウェアのパッケージ化と配布 』の「ファイルアクション」を参照してください。

開始点の決定
システムの更新に必要な段階は、使用しているリポジトリ、および実行中の OS のバージョンによって異な
ります。開始点を特定するには、次の手順を実行してください。

■ 3 ページの「使用しているリポジトリを特定する方法」
■ 3 ページの「システムが実行している OS を特定する方法」

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=OSTEL
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=PKDEVglubi
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=PKDEVglubi
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■ 3 ページの「システムが実行している SRU の確認方法」

使用しているリポジトリを特定する方法
パッケージのパブリッシャーの定義を確認します。
内部リポジトリを使用している場合、ローカルリポジトリを特定する URL を使用します。次の例で
は、Oracle Solaris サポートリポジトリがパッケージソースとして構成されています。

% pkg publisher

PUBLISHER         TYPE     STATUS URI

solaris           origin   online https://pkg.oracle.com/solaris/support/

サポート契約を結んでおらず、Oracle Solaris リリースリポジトリを使用しているシステムの場合、出力は次
のようになります。

% pkg publisher

PUBLISHER         TYPE     STATUS URI

solaris           origin   online http://pkg.oracle.com/solaris/release/

システムが実行している OS を特定する方法
システムの基本情報を表示します。
この例では、Oracle Solaris 11.1 がインストールされています。

% uname -a

SunOS solaris 5.11 11.1 sun4v sparc SUNW,T5240

システムが実行している SRU の確認方法
次に、Oracle Solaris 11.1 を実行しているシステム上にインストールされている SRU を特定する方法を
示します。いくつか例も示します。

■ SRU なしの Oracle Solaris 11.1 システムの場合は、例1「SRU なしの Oracle Solaris 11.1 の場
合に表示されるパッケージ情報」を参照してください。

■ SRU ありの Oracle Solaris 11 11/11 システムの場合は、例2「SRU ありの Oracle Solaris 11
11/11 の場合に表示されるパッケージ情報」を参照してください。

■ SRU なしの Oracle Solaris 11 11/11 システムの場合は、例3「SRU なしの Oracle Solaris 11
11/11 の場合に表示されるパッケージ情報」を参照してください。

pkg:/entire に関する情報を表示します。
この例では、SRU 18.4 のある Oracle Solaris 11.1 がインストールされています。SRU 識別番号
は、18.4 (Summary および Version 行の Oracle Solaris 11.1 の後に表示されている 3 番目と 4 番目
の数字) です。

% pkg info entire

          Name: entire

       Summary: entire incorporation including Support Repository Update 
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                (Oracle Solaris 11.1.18.4.0).

   Description: This package constrains system package versions to the same

                build.  WARNING: Proper system update and correct package

                selection depend on the presence of this incorporation.

                Removing this package will result in an unsupported system.  For

                more information see https://support.oracle.com/CSP/main/article

                ?cmd=show&type=NOT&doctype=REFERENCE&id=1501435.1.

      Category: Meta Packages/Incorporations 

         State: Installed

     Publisher: solaris

       Version: 0.5.11 (Oracle Solaris 11.1.18.4.0)

 Build Release: 5.11

        Branch: 0.175.1.18.0.4.0

Packaging Date: April 1, 2014 07:58:03 PM  

          Size: 5.46 kB

          FMRI: pkg://solaris/entire@0.5.11,5.11-0.175.1.18.0.4.0:20140401T195803Z

例   1 SRU なしの Oracle Solaris 11.1 の場合に表示されるパッケージ情報

システムに Oracle Solaris 11.1 がインストールされており、SRU がない場合、パッケージ情報は次のよう
になります。Build Release 行以降のエントリは 11/11 バージョンとは異なります。

% pkg info entire

          Name: entire

       Summary: Incorporation to lock all system packages to the same build

   Description: This package constrains system package versions to the same

                build.  WARNING: Proper system update and correct package

                selection depend on the presence of this incorporation.

                Removing this package will result in an unsupported system.

      Category: Meta Packages/Incorporations

         State: Installed

     Publisher: solaris

       Version: 0.5.11

 Build Release: 5.11

        Branch: 0.175.1.0.0.24.2

Packaging Date: Wed Sep 19 19:01:35 2012

          Size: 5.46 kB

          FMRI: pkg://solaris/entire@0.5.11,5.11-0.175.1.0.0.24.2:20120919T190135Z

例   2 SRU ありの Oracle Solaris 11 11/11 の場合に表示されるパッケージ情報

システムに Oracle Solaris 11 11/11 がインストールされており、SRU がある場合、パッケージ情報は次
のようになります。この例では、SRU 10.5 がインストールされています。SRU があるため、Build Release
行以降のエントリは異なります。

% pkg info entire

          Name: entire

       Summary: entire incorporation including Support Repository Update 

                (Oracle Solaris 11 11/11 SRU 10.5).

   Description: This package constrains system package versions to the same

                build.  WARNING: Proper system update and correct package

                selection depend on the presence of this incorporation.

                Removing this package will result in an unsupported system.  For

                more information see https://support.oracle.com/CSP/main/article

                ?cmd=show&type=NOT&doctype=REFERENCE&id=1372094.1.

      Category: Meta Packages/Incorporations

         State: Installed

     Publisher: solaris

       Version: 0.5.11 (Oracle Solaris 11 SRU 10.5)

 Build Release: 5.11

        Branch: 0.175.0.10.0.5.0

Packaging Date: Fri Aug 03 18:26:27 2012
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          Size: 5.45 kB

          FMRI: pkg://solaris/entire@0.5.11,5.11-0.175.0.10.0.5.0:20120803T182627Z

例   3 SRU なしの Oracle Solaris 11 11/11 の場合に表示されるパッケージ情報

システムに Oracle Solaris 11 11/11 がインストールされていて、SRU がない場合、パッケージ情報は次
のようになります。

% pkg info entire

          Name: entire

       Summary: Incorporation to lock all system packages to the same build

   Description: This package constrains system package versions to the same

                build.  WARNING: Proper system update and correct package

                selection depend on the presence of this incorporation.

                Removing this package will result in an unsupported system.

      Category: Meta Packages/Incorporations

         State: Installed

     Publisher: solaris

       Version: 0.5.11

 Build Release: 5.11

        Branch: 0.175.0.0.0.2.0

Packaging Date: October 20, 2011 02:38:22 PM 

          Size: 5.45 kB

          FMRI: pkg://solaris/entire@0.5.11,5.11-0.175.0.0.0.2.0:20111020T143822Z

Oracle Solaris 11.2 へのシステムの更新
使用する必要がある手順は、インストールされている OS、インストールされている SRU、システムが使用す
るように構成されているパッケージリポジトリによって異なります。

■ システムが 11.1 または SRU ありの 11.1 を実行している場合は、5 ページの「11.1 を実行中
のシステムを Oracle Solaris 11.2 に更新する方法」に示す指示に従ってください。

■ システムが SRU ありの 11 11/11 を実行している場合は、6 ページの「SRU ありの 11 11/11
を実行中のシステムを Oracle Solaris 11.2 に更新する方法」に示す指示に従ってください。

■ システムが 11 11/11 を実行しており、リリースリポジトリを使用している場合は、7 ページの「11
11/11 を実行中のシステムをリリースリポジトリを使用して Oracle Solaris 11.2 に更新する方法」に
示す指示に従ってください。

注記 - システムの更新に要する時間は、システムリソースやネットワークリソースなど、さまざまな要因に左右
されます。

11.1 を実行中のシステムを Oracle Solaris 11.2 に更新する方
法
Oracle Solaris 11.1 がインストールされている場合は、SRU の有無に関係なく、システムを更新するた
めの特別な段階は必要ありません。

1. 管理者になります。
詳細は、『Oracle Solaris 11.2 でのユーザーとプロセスのセキュリティー保護 』の「割り当てられている管
理権利の使用」を参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=OSSUPrbactask-28
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=OSSUPrbactask-28
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2. システムパッケージを更新します。

■ Oracle Solaris サポートリポジトリを使用している場合は、システムパッケージを更新します。

# pkg update --accept

■ Oracle Solaris リリースリポジトリを使用している場合は、更新のライセンスを確認します。

# pkg update --license|less

条件に同意する場合は、システムパッケージを更新します。

# pkg update --accept

3. 更新されたブート環境を使用してリブートします。

# init 6

SRU ありの 11 11/11 を実行中のシステムを Oracle Solaris
11.2 に更新する方法
11 11/11 リリースに対する一部の更新では、更新プロセスを完了するために手動の段階を実行する必要
があります。これらの変更を実行すると、1 つのコマンドでシステムを更新することはできず、システムにイン
ストールされている SRU に応じて、11.2 への更新を完了するために異なる段階が必要になります。

始める前に インストールされている Oracle Solaris 11 SRU を確認してください。手順について
は、3 ページの「システムが実行している SRU の確認方法」を参照してください。

1. 管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.2 でのユーザーとプロセスのセキュリティー保護 』の「割り当てられている管
理権利の使用」を参照してください。

2. SRU #10.5 より前の SRU がインストールされている場合は、SRU #10.5 にシステムを更新します。

このコマンドによって、SRU #10.5 を含む新しいブート環境が作成されます。この更新が完了したら、段階
4 の指示に従って 11.2 への更新を完了します。

# pkg update --accept entire@0.5.11,5.11-0.175.0.10 

# reboot

3. SRU #10.5 以降の SRU がインストールされている場合は、11.2 にシステムを更新します。

a.   SPARC のみ: ゾーンごとに、ldomsmanager パッケージを削除します。

1 つまたは複数のゾーンがインストールされている SPARC ベースのシステムでは、追加の手順を
実行する必要があります。システムにインストールされているゾーンごとに、次のように pkg:/system/
ldoms/ldomsmanager パッケージを削除します。

# for z in `zoneadm list`; do zlogin $z pkg uninstall ldomsmanager; done

b.   IPS パッケージを更新します。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=OSSUPrbactask-28
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=OSSUPrbactask-28
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# pkg update package/pkg

一部のパッケージに以前のバグが含まれているため、それらのパッケージがシステムに間違ってインス
トールされる可能性がありました。このコマンドによって、次の不正なパッケージ (それらがインストール
されている場合) が削除されます。

■ x86: pkg:/consolidation/ldoms/ldoms-incorporation
■ SPARC:

pkg:/consolidation/nvidia/nvidia-incorporation

pkg:/driver/network/ethernet/elxl

pkg:/driver/network/ethernet/pcn

pkg:/driver/network/ethernet/dnet

pkg:/driver/network/ethernet/iprb

c.   残りのシステムパッケージを更新します。

# pkg update --accept

d.   更新されたブート環境を使用してリブートします。

# init 6

11 11/11 を実行中のシステムをリリースリポジトリを使用して
Oracle Solaris 11.2 に更新する方法

Oracle Solaris 11.2 への更新は、特定のシステムパッケージを最初に更新して、残りのシステムパッケー
ジの更新が正常に行われるようにする必要があるため、複数の段階から成るプロセスです。

1. 管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.2 でのユーザーとプロセスのセキュリティー保護 』の「割り当てられている管
理権利の使用」を参照してください。

2. 更新のライセンスを確認します。

# pkg update --license|less

3. ライセンス条件に同意する場合は、システムパッケージを更新します。

このコマンドによって新しいブート環境が作成されます。

# pkg update --accept

注記 - ホストされている Oracle のパッケージリポジトリに直接接続できないシステムでは、Oracle
Solaris 11.1 Pre-Upgrade Repository Image をダウンロードします。このイメージには、Oracle
Solaris 11.2 への更新前に更新する必要があるパッケージが含まれています。詳細は、http://
www.oracle.com/technetwork/server-storage/solaris11/downloads/index.htmを参照してくだ
さい。ISO イメージには、リポジトリを構築して Oracle Solaris 11.2 に更新するために必要な段階を示す
README ファイルが含まれています。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=OSSUPrbactask-28
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=OSSUPrbactask-28
http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/solaris11/downloads/index.htm
http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/solaris11/downloads/index.htm


Oracle Solaris 11.2 への更新 8

4. 更新されたブート環境を使用してリブートします。

# reboot

5. SPARC のみ: ゾーンごとに、ldomsmanager パッケージを削除します。

1 つまたは複数のゾーンがインストールされている SPARC ベースのシステムでは、追加の手順を実行
する必要があります。システムにインストールされているゾーンごとに、次のように pkg:/system/ldoms/
ldomsmanager パッケージを削除します。

# for z in `zoneadm list`; do zlogin $z pkg uninstall ldomsmanager; done

6. IPS パッケージを更新します。

# pkg update pkg:/package/pkg

7. 更新のライセンスを確認します。

# pkg update --license|less

8. ライセンス条件に同意する場合は、残りのパッケージを更新します。

# pkg update --accept

9. 更新されたブート環境を使用してリブートします。

# init 6
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